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Ⅰ．はじめに

　一般に，島嶼における淡水資源の確保の問題は非常に重要であ
るが，沖縄においても同様である。
　沖縄本島全域の水源地として渇水や水収支問題に住民の関心が
寄せられている沖縄本島北部地域は 72 %に相当する面積が森林
により占められている（1）。一方で，この沖縄本島北部地域の
森林は貴重な動植物の生息域として知られているが，その生息場
を提供している森林における物理的な生態水文環境に関する研究
はこれまでほとんど行われていない。このため，同地域おける森
林が水資源的および生態水文的に果たす役割を明らかにすること
は，非常に重要な課題である。
　そこで本研究では，沖縄本島北部地域の森林における水循環過
程を明らかにする目的で，沖縄本島北端部・西銘岳周辺に新たに
２つの森林流域を設定し水文試験を開始した。今回は両流域で得
られた通年の水位変動データに関して検討を行ったので報告する。

Ⅱ．調査地および方法

（１）調査地
　沖縄県国頭村の西銘岳北西部の林道沿いに量水１号流域，量水
２号流域の２つの流域試験地を設定した。調査地に最も近い国頭
村奥の 2008 年の年平均気温は 20.9 ℃，年降水量は 2321 mm，最
大日雨量は 168.5 mm，最大時間雨量は 65 mmである（気象庁
ホームページより）。
　量水１号流域，量水２号流域の流域面積はそれぞれ，36 ha，
39.5 ha である。量水１号流域内の植生は，主にリュウキュウマ
ツの造林地であるが，イジュ，イタジイ，センダン，クスノキな
どの天然広葉樹の侵入がみられる。量水２号流域もほぼ同様の植
生である。流域の地質は，古第三紀の砂岩泥岩互層である。
（２）観測方法
　降水量は，量水１号流域水位測定地点に転倒升式雨量計（オン
セット社，RG-3M）を設置し観測し，流出量は，現地既設の土

木構造物（ボックスカルバート）での水位を観測し，現地での流
速測定結果から作成した水位 - 流量曲線により流量を求めること
とした（具体的な観測方法は，（2）参照のこと）。
　なお，低水流量を精度良く測るためにコンクリートブロックに
より矩形複断面とした（図－１）。量水１号流域，量水２号流域
の両観測地点の断面形状はほぼ同一であるが，量水２号流域の量
水地点の直下には，治山ダムがある（写真－１）。
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図－１．水位観測地点の断面形状
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Ⅲ．結果と考察

（１）量水１号流域の水位時系列データ
　図－２に量水１号流域の河川水位の時間変化を示した。それに

よると出水時の水位は最大でも 50 cm 程度であり，無降雨時の
水位は概ね 0.5 －５cmの範囲にあった。
　図－３に量水１号流域の河川水位の頻度分布を示した。この図
から，ほとんどの水位は 10 cm 以下の値であることがわかる。

図－２．量水１号流域の河川水位量の時間変化
（10 分単位，2009 年６月～2010 年８月）

図－５．量水２号直下の水位計と下流直下の治山ダムとの高さの関係

図－３．量水１号流域の河川水位の頻度分布

図－４．量水２号流域の河川水位量の時間変化
（10 分単位，2009 年７月～2010 年８月）

写真－１．量水２号直下の治山ダム
（2010年 5 月18日 撮影：比嘉）
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なお，平均値は 5.1 cm，標準偏差± 3.1 cmであった。
（２）量水２号流域の水位時系列データ
　図－ 4に量水２号流域の河川水位の時間変化を示した。量水２
号流域は，量水１号流域と流域面積がほとんど同じにも関わらず
出水時の水位が非常に高く，180 cm を超える水位がたびたび記
録された。なお，水位の最大値は 233 cm（2009/10/5 20：50）
であった。このように出水時に量水２号で非常に高い水位が観測
されたことに関して，下流の治山ダム水抜き穴の詰まりによる滞
水が影響していると考えられた。この治山ダムと圧力式水位計と
の高さの関係を図－５に示す。これらの位置関係から，出水時に
土砂や落葉・落枝などが治山ダムの水抜き穴を塞いだ場合に，水
位が高さ 179.5 cm のダムの越流水深を超えるまでの間，治山ダ
ムの上流側に滞水が生じるものと推測された。
　このため，量水２号流域において水位を流量に変換する際には，
滞水時と通水時を区別して流出量を計算する必要がある。
（３）量水１号，２号流域の水位比較
　図－６に量水１号，２号流域の水位を示す横軸（水位，cm）

を揃えて図示した。この図から１年のうちで水位が最も低い時期
は９月半ばごろで一致していた。2009 年７月～９月（特に９月）
の降水量が少なかったことと一致している（比嘉ら，発表分）。

Ⅳ．結論

　沖縄本島北部において既存構造物を利用して森林流域からの流
出量を観測するために，量水１号，２号の流域を設定し，圧力式
水位計により 10 分間隔の通年の水位変動を観測した。
　量水１号流域では，水位は最大 53 cmまで，平均水位は 5.1 cm
であった。水位の頻度分布から考えて，これまで取得した水位条
件（3.1～10 cm）の流速測定結果を基に，水位－流量曲線を作成
しても，概ねの期間をカバーできると考えられた。一方，量水２
号流域では，水位は最大 233 cm までで，たびたび 180 cm を超
えた。これは，下流の治山ダム水抜き穴の詰まりによる滞水の影
響によるものと考えられた。したがって，量水２号流域において
は，滞水時と通水時を区別して流出量を計算する必要があると考
えられた。なお，河川水位の最低水位の出現時期（９月中頃）は，
両流域で一致した傾向が見られた。
　今後は，これらの水文観測を継続するとともに，これまで蓄積
したさまざまな水位段階において流速測定結果をもとに，水位流
量曲線を作成し流出量を計算する予定である。
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図－６．量水１号，２号流域の水位比較
（図－２，４と同じデータ；横軸を揃えてプロットした）


